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2013年度第2回理事会　　
出席　古川　深田　播川　山本　黒光　山村　森島　森　山田　坂田　武田　
(欠席・福井　病欠・徳田　沢内)　午後2時より4時30分　京田辺市中央公民館
深田理事長から前半期の活躍への慰労と後半期への頑張りを期待すると挨拶があり、常務理事から13年度活動方針に基づく振り返りと明らかになった課題、そして後半の取り組みへの方針が提案され、質疑応答があって、提案についての採決では全員一致での賛成がありました。議論では4月からの退会者が36名となっているがその理由が何なのかについて深めました。また17名の新加入もあるので、その期待されている内容を理解するのもポイントではないかとなりました。年間予算と7月段階での執行結果と後半期の収入の見通しについて議論がありました。又山本元理事長から府の機関から茶畑の維持管理が不可能になったので引き受けてくれる団体として｢里山の会｣を推薦したとの発言があって、お茶の生産から茶を使った食品製造、食品加工場等に話が弾みました。関連して、里山農園の活用方法にも話が進み、久しぶりに明るい話題に笑顔がはじけました。最後には厳しい予算を現実のものとして、あらゆる場面を活用して出版物等の販売に力を入れることで一致して散会しました。
里山農園の活動の結果　　
収入8万円、支出2 .5万円、差し引き5．5万円が報告されました。4月からの里山農園での延作業員は173人となっています。そして収穫して100円コーナでの販売からその日のまとめまでにかかわっていただいた方は63人となります。いずれにしても大変多くの方々が早朝6時ごろから8時までと、夕方5時～6時ごろにその日のまとめをしていただいています。本当にご苦労様です。里山の会では今年、七夕の竹送り事業の受注ができず、10数万円の収入が見込まれず、予算的には少し苦しい状況です。成果物や発行物の普及を進めることの大切さを強調しています。特に「木津川の草花たち」や「京都府植物誌目録ノート」、会誌の購読をお願いすることは｢自然を大切にする仲間の輪を大きくする｣につながる一石二鳥であると訴えています。
「遊びカヌー発祥の地」の石碑　建立できる　　
今年6月ごろにデザインが決定して製作に取りかかっていただき、8月26日月曜日に木津川左岸笠置大橋上流に「遊びカヌー発祥の地」の石碑が建立できました。これは故髙木公三郎京都大学教授が笠置でカヌーの改良を藤田清さんと一緒に取り組みました。ここから日本でカヌーの普及が始まりました。笠置をこよなく愛し木津川の素晴らしさを骨の髄まで染み込ませ、カヌーの発祥の地を記録にとどめたいと長年コツコツと取り組んでこられまして80歳を超える年齢を重ねられています。私たち里山の会では、春恒例の親子花見乗船体験の際にはわざわざ笠置からカヌーをもちこんでいただき子どもたちに無料体験をさせていただいてきました。今回の記念碑建立に相談があって里山の会として力強く協力することになりました。毎日新聞が27日報道、またＮＨＫ京都放送が28日夕方6時30分の「きょういちにち」日で「笠置から大阪までカヌーで下る」について放映をしてくれました。　29日・11時30分のＮＨＫ総合で同番組が放映されます。｢ぐるっと関西｣だそうです。
参加者募集　　　第17回里山講演会　8月31日（土）
1時30分より5時まで
城陽市男女共同参画支援センター　京都生協南隣（城陽中学前）JR城陽駅徒歩3分
演題 植物から暮らしを見つめる「植物と暮らし」
龍谷大学名誉教授　江南和幸 氏
報告　「木津川読本木津川はどんな川」から
「水質」「植物」木津川河川レンジャー　山田信人 山村武正
呼びかけ　　近年は気候のすさまじい変化があります。城陽郵便局や文化パルクへの水害の発生、宇治市では弥陀次郎川の洪水発生と続きました。山形県や岩手県でも東京の真ん中でも異常な豪雨が発生しています。現代の様相は自然界だけではなく人間社会でもブレーキ無しの原子力発電所を動かし大事故を発生させています。今、日本社会は正常な動きや流れ方をしているのでしょうか。私たちは異常な社会の在り方から正常な社会を取り戻さなければならない時期を迎えているのでないでしょうか。そのためにも足元をしっかり見つめなおし自然から大いに学ぶ必要に目覚めなければならないと考えます。私たちの故郷・山城の真ん中を流れる木津川はそのもっともな教科書ではないでしょうか。ここに生育している植物は917種で絶滅危惧植物は27種が生育しているのです。彼らは特殊な植物ではなくて数十年前まではどこにでも生育していたごく一般的な植物だったのです。資本主義の発達とともに産業形態の発展？と共に今日ではメダカまでが希少生物とされウナギまでもが食べられなくなる社会へと大変化をしています。そして命の水は強力なフイルターによって洗浄しなくてはならなくなっていますし、春には多くの人がマスクを掛けなければ大気と接することができない世の中になっています。こうした原因やこれからどう生きなければならないかなど、植物を通じて学びあいませんか、 ご参加をお待ちしています。







